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運航４年目　栃木県ドクターヘリ
よみがえった廃校舎　NODAレーシングアカデミー（茂木町）
とちぎの景勝百選　花ひらく里　　　　　　
とちぎアーカイブ　国際児童年　　　　　　

古代窯跡研究で全国優秀賞 栃木県立学悠館高校（栃木市）
ガーンジィゴールデンミルク（那須町）



運航４年目栃木県ドクターヘリ

ドクターヘリに搭乗したスタッフ。左から看護師の横地瑞さん、医師の和氣晃司さん、
平良勝義さん、機長の新村敏幸さん、整備士の伊地知弘章さん

救
急
医
療
機
器
と
医
薬
品
を
装
備
し
た
小
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
が
、
全
国
の
救
急
現
場
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ヘ
リ
に
は
医
師
と
看
護
師
が
同
乗
し
、
救
急

現
場
や
機
内
で
初
期
治
療
を
行
い
な
が
ら
、
患
者
を
医

療
機
関
に
搬
送
し
ま
す
。
現
在
で
は
、
全
国
34
か
所
に
、

あ
わ
せ
て
40
機
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
、
２
０
１
０
年
１
月
に
、
獨
協
医
科
大
学

病
院
を
基
地
病
院
と
し
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。
離
陸

か
ら
20
分
以
内
に
県
内
全
域
の
救
急
現
場
に
到
着
し
て

初
期
治
療
を
展
開
で
き
、
救
命
率
の
向
上
と
後
遺
症
の

軽
減
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
出
動
件
数

は
年
々
増
え
、
昨
年
度
は
約
７
０
０
件
に
達
し
、
運
航

開
始
か
ら
あ
わ
せ
る
と
１
６
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

20分以内に県内全
域カバー

出動件数は年 約 700 件（12年度）

運航４年目
栃木県

ドクターヘリ
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運航４年目栃木県ドクターヘリ 　

基
地
病
院
の
獨
協
医
科
大
学

病
院
で
は
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
医
師
・
看
護
師
の
う
ち

特
別
な
訓
練
を
受
け
た
20
人
が

当
番
制
で
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。

搭
乗
す
る
の
は
医
師
２
人
と
看

護
師
１
人
、
そ
れ
に
ヘ
リ
の
操

縦
士
と
整
備
士
で
す
。
紺
色
の

フ
ラ
イ
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
固
め
、

出
動
要
請
に
備
え
ま
す
。

　

２
月
下
旬
、
栃
木
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
１
日
を
追
い
ま
し

た
。
通
信
指
令
室
に
、
最
初
の

電
話
が
入
っ
た
の
は
午
前
８
時

58
分
。
鹿
沼
市
消
防
本
部
か
ら

で
、
59
歳
の
男
性
が
右
半
身
麻

痺
と
の
こ
と
で
し
た
。
通
信
指

令
室
か
ら
の
無
線
連
絡
が
あ
る

や
否
や
、
別
室
で
待
機
し
て
い

た
医
師
と
看
護
師
が
、
医
薬
品

と
医
療
器
具
な
ど
が
入
っ
た
大

き
な
バ
ッ
ク
を
背
負
い
、
部
屋

を
飛
び
出
し
ま
し
た
。
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
階
段
を
駆
け
下

り
、
１
０
０
㍍
ほ
ど
離
れ
た
ヘ

リ
ポ
ー
ト
に
向
か
っ
て
疾
走
。

通
信
指
令
室
に
出
動
要
請
の
電

話
が
鳴
っ
て
か
ら
わ
ず
か
５
分

後
、
ヘ
リ
は
救
急
現
場
へ
と
飛

び
立
ち
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
を
乗
せ
た
ヘ
リ
が
、

戻
っ
て
き
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

30
分
後
。
地
上
で
待
機
し
て
い

た
医
師
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

９
時
49
分
。
２
度
目
の
電
話

が
鳴
り
ま
し
た
。
今
度
は
、
南

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
か
ら
の
要
請
で
す
。

隊
員
た
ち
は
休
む
間
も
な
く
、

再
び
ヘ
リ
に
急
行
し
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
で
き

る
の
は
、
８
時
30
分
か
ら
日
没

時
ま
で
。
こ
の
日
の
出
動
は
あ

わ
せ
て
４
件
あ
り
ま
し
た
。
搬

送
さ
れ
た
人
た
ち
は
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
治
療
を
受

け
、
無
事
一
命
を
と
り
と
め
ま

し
た
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

一
角
に
あ
る
掲
示
板
に
は
、
一

命
を
と
り
と
め
た
人
た
ち
か
ら

の
、
た
く
さ
ん
の
お
礼
の
手
紙

が
貼
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

午前9時33分、患者を乗せたドクターヘリがヘリポート
に帰着。患者は待機していた医師たちに引き継がれました

午前8時５８分、獨協医科大学病院救命救急センターの２階にあ
る通信指令センターの電話が鳴りました。消防本部の救急隊から
ドクターヘリの出動要請です。直ちにフライトドクター・フライ
トナースに指令。救急隊や搬送先の病院と連絡をとる運航管理者
8:58

指令を受けた医師と看護師は、大きな
バックを背負い、ヘリポートに急行

格納庫からの出し入れを容
易にする移動式のヘリパッ
ド。離陸位置までの20m
を 45 秒で移動できます

医師２人、看護師１人が搭乗し、出発準備完了

9:01

9:02

9:03

9:33

現
場
か
ら
の
要
請
５
分
後
に
は
離
陸
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栃木県ドクターへり 検索

運航４年目栃木県ドクターヘリ

大子町

常陸大宮市

常陸太田市

日立市

高萩市

北茨城市

城里町 那珂市
東海村

ひたち
なか市

水戸市笠間市

茨城町

小美玉市

桜川市

筑西市

結
城
市

五霞町

鉾田市

行方市

鹿
嶋
市

神
栖
市

潮来市

つくば市常
総
市

つくば
みらい市

守谷市

取手市

利根町

石岡市

龍ヶ崎市

河内町

稲敷市

阿見町

牛久市

かすみ
がうら市

土浦市

美浦村

日光市

那須塩原市

那須町

大田原市
矢板市

塩谷町

那珂川町

那須烏山市

鹿沼市 宇都宮市

佐野市

足利市

芳
賀
町

小山市

栃木市

市
貝
町 茂木町

真岡市 益子町
上三川
町

下
野
市

西方町

岩
舟
町

野木町

みなかみ町

片品村

川
場
村

沼田市

昭和村

六合村
中之条町

嬬恋村 長
野
原
町

東吾妻町
渋川市

高山村

安中市

前橋市

みどり市

桐生市

桐生市

伊勢崎市
太田市

館林市

板倉町
大泉町

千代田町藤岡市

吉井町地区
富岡市

下仁田町

神流町

上野村

南牧村

甘
楽

町

玉村町

明和町

邑楽
町

吉岡町
榛東村

草津町

利根沼田広域市町村圏振興整備組合

吾妻広域町村圏振興整備組合
渋川地区広域市町村圏

振興整備組合

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合

多野藤岡広域市町村圏振興整備組合

太田市消防本部

伊勢崎市消防本部

黒磯那須消防組合

大田原地区広域消防組合

芳賀地区広域
行政事務組合

筑西広域市町村圏事務組合

館林地区消防組合

常総地方広域市町村圏事務組合

鹿嶋地方事務組合

壬
生
町

鹿行広域事務組合

稲敷地方広域市町村圏事務組合

茨城西南地方広域
市町村圏事務組合

古河市

坂東市

南那須地区広域
行政事務組合

佐野地区広域
消防組合

栃木地区広域
行政事務組合

大洗町

■ 各県ヘリの出動範囲

旧粟野町

旧足尾町

境町

高崎市

八
千
代
町

下妻市

さくら市

高根沢町

石橋地区
消防組合

旧黒磯市

旧塩原町・旧西那須野町

水戸市消防本部

桐生市消防本部

高崎市等広域市町村圏振興整備組合

塩谷広域
行政組合

日光市消防本部

鹿沼市消防本部

ドクターヘリ基地病院

ドクターヘリ基地病院以外の救命救急センター 基地病院から半径５０ｋｍ圏

各県ドクターヘリの出動範囲

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
１
１
９

番
通
報
を
受
け
た
消
防
機
関
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
出
動

を
要
請
し
ま
す
（
県
民
の
み
な

さ
ん
が
直
接
要
請
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）。
救
急
車
で
搬

送
さ
れ
た
患
者
は
「
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
で
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
で
、
各

地
の
公
園
や
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
、
県
内
に
５
１
１
か
所

に
あ
り
ま
す
（
３
月
末
現
在
）。

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

ヘ
リ
の
離
着
陸
に
伴
い
騒
音
や

砂
塵
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
着
陸
の
際
に
は
消
防
隊

員
の
指
示
に
従
っ
て
、
着
陸
場

所
か
ら
迅
速
に
安
全
な
場
所
へ

退
避
す
る
な
ど
、
み
な
さ
ん
の

協
力
が
必
要
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
診
療
を
受

け
た
患
者
は
、
原
則
県
内
５
か

所
に
あ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
搬
送
さ
れ
ま
す
が
、
軽
症
の

場
合
な
ど
は
２
次
救
急
医
療
機

関
へ
搬
送
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

栃
木
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

現
在
１
機
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

出
動
要
請
が
重
な
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
２
０
１
１

年
３
月
、
茨
城
・
群
馬
・
栃
木

の
３
県
で
「
広
域
連
携
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
重
複
要
請

な
ど
で
、
自
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
出
動
で
き
な
い
時
や
、
多

数
の
負
傷
者
が
発
生
し
て
自
県

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
き

に
出
動
し
ま
す
。
基
地
病
院
か

ら
半
径
50
㌔
を
目
安
に
出
動
範

囲
と
し
て
お
り
、
11
年
度
は
栃

木
県
外
に
46
件
出
動
。
ま
た
茨

城
県
と
群
馬
県
か
ら
あ
わ
せ
て

24
件
の
応
援
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
時

に
は
全
国
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

参
集
し
、
患
者
搬
送
な
ど
で
活

躍
。
栃
木
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

も
宮
城
県
に
出
動
し
ま
し
た
。

消防機関などとの連携をはかるため、県内各地で共同訓練を実施しています小学校の校庭を利用したランデブーポイント ゴルフ場を利用したランデブーポイント

緊急時には、ランデブーポイント以外
にも、消防機関や警察機関が着陸場所
を確保したうえで、災害現場直近に降
りることもあります。交通事故現場
近くの県道に着陸したドクターヘリ

２０１１年３月に発生した東日本大震
災の時には、宮城県に出動しました

茨
城
・
群
馬
・
栃
木
県
で
広
域
連
携
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レーサー 学校
よみがえった廃校舎

NODAレーシングアカデミー（茂木町）
の

少
子
化
な
ど
を
背
景
に
、
過
去
10
年
間
に
全
国
で
２
０
０
０
校
以
上
の

公
立
学
校
が
廃
校
に
な
っ
て
い
ま
す
（
文
部
科
学
省
調
査
）。

こ
う
し
た
中
、
使
わ
な
く
な
っ
た
校
舎
を
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が

各
地
で
盛
ん
で
す
。
茂
木
町
鮎
田
に
あ
る

「
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
レ
ー
シ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。

７
年
前
廃
校
に
な
っ
た
、
旧
茂
木
東
小
学
校
を
活
用
し
ま
し
た
。

校
舎
の
外
観
は
そ
の
ま
ま
に
、
内
装
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

レ
ー
サ
ー
の
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

元
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
の
野
田
英
樹
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線
で
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
し
よ
う
と
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
春
、
全
国
か
ら
小
・
中
学
生
な
ど
10
人
が

第
一
期
生
と
し
て
入
学
。

生
徒
た
ち
は
、
こ
こ
で
３
年
間
、

Ｆ
１
レ
ー
サ
ー
を
目
指
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

勉
学
に
励
み
ま
す
。

実習用フォーミュラマシンの無線をチェックする
野田英樹校長（昨年現地で開かれた学校説明会）
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NODAレーシングアカデミー 検索

NODAレーシングアカデミーは、ツインリ
ンクもてぎ（茂木町桧山）にほど近い、小高
い丘の上にあります。校舎は、旧茂木東小学
校の外観をそのまま残し、内装だけを変えま
した。校庭に出ると、ツインリンクもてぎの
サーキットを走るマシンのエンジン音が聞こ
えてくる環境にあります。アカデミーでは、
それぞれのレベルに応じて、専門的な教育が
行われます。内容は、主にツインリンクもて
ぎでの走行や車両メンテナンスなどの実習、
校舎でのメンタル・フィジカルのトレーニン
グなど。世界の舞台で活躍できる F１ドラ
イバーのほか、メカニック、エンジニアなど
をめざします。「同じ目標を持つ生徒が集ま
り切磋琢磨し、一流の講師陣のもとでモー
タースポーツに没頭する。ここに夢への近道
があります」と野田英樹校長。

試乗をサポートするエンジニア部門の講師金子眞佐一さん（左）と野田校長（右）旧茂木東小学校の教室を改修し、トレーニングルーム、講義室、休息室、シャワー室などを設けました

走行実習で使用するフォーミュラ
マシンを整備するスタッフ

サーキットでの走行実習は、各課程とも毎日行われます

教室を改装した講義室

校舎の外観は、旧茂木東小学校の姿をそのまま残しました

畳を敷いて休息室に トレーニングルーム

エントランス

練習用カート
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花
ひ
ら
く
里

と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選

ツツジの大群落が圧巻です。小間々駐車場周辺では、５月中旬から
トウゴクミツバツツジが咲き始め、ヤマツツジ、レンゲツツジ、サ
ラサドウダンツツジと、６月中旬まで楽しめます。ツツジの観賞だ
けでなく、澄んだ空気の中のハイキング・トレッキングも爽快です。

（矢板市）八方ヶ原

横
根
高
原
は
、
標
高
１
３
０
０
㍍
、
日
光
市
・
鹿
沼
市
に

ま
た
が
り
、
一
帯
は
前
日
光
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
間
に
「
小
尾
瀬
」
と
も
呼
ば
れ
る
井
戸
湿

原
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
高
層
湿
原
で
す
が
、
湿
原
性
植

物
や
周
辺
の
亜
高
山
植
物
な
ど
４
０
０
種
以
上
が
生
育
し

て
い
る
た
め
「
植
物
の
宝
庫
」
と
い
わ
れ
、
早
春
の
芽
吹

き
、
６
月
上
旬
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
８
月
の
湿
原
性
植
物

の
可
憐
な
花
、
10
月
下
旬
の
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
に
変

化
す
る
す
ば
ら
し
い
自
然
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

横
根
高
原
と
井
戸
湿
原
（
鹿
沼
市
）

標高約 583㍍の低山ですが、切り立った
岩場がありロッククライミングの練習場と
しても知られます。山頂までは、いくつか
の登山道がありますが、市の森林公園から
入る北登山道、南登山道は、分岐点に案内
板が設置されています。

古賀志山（宇都宮市）

八幡のつつじ（那須町）

織姫公園（足利市）
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国際児童年
1979 年 4 月号より

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ
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１９７９あのころのとちぎ
とちぎアーカイブ

子
ど
も
の
船
を
就
航

国際児童年を記念し「子どもの船」を
就航した。小学６年生と中学１年生の
団員 436 人を乗せて６月 22 日に東京
晴海港を出航、鳥島をまわり約 1200㌔
を就航し、同 24 日に全員、無事帰港。
団員は、団体生活と幅広い学習で規律
と連帯を養い、実り多い体験をした。

とちのきファミリーランドオープン
県総合運動公園内に大規模な遊園地「とちのき
ファミリーランド」が、４月15日にオープンし
た。これは、栃の葉国体の記念事業の一環として
設けたもので、最新のジェットコースターや大観
覧車、それに関東地方では初めてというサイク
ルモノレールなど十数種類の遊具を備えている。

（広報誌「とちぎ」1979 年 5 月号より）

（広報誌「とちぎ」1979 年６月号より）

（広報誌「とちぎ」1979 年 7 月号より）

天然のよさに変わらぬ人気

本県唯一の砥石産地　茂木町深沢

（広報誌「とちぎ」1979 年４月号より）

伝統が生むいぶし銀の味

出荷に追われる野州栃木瓦産地　栃木市箱森
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シリーズ●とちぎのひと人　

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校
の
歴
史
研
究
部

が
、
奈
良
県
で
開
か
れ
た
「
全
国
高
校
生
歴
史

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
ほ
ん
と
う
の
歴
史
・
文
化

財
・
地
理
を
研
究
す
る
楽
し
さ
を
高
校
生
に
実

感
し
て
も
ら
お
う
」
と
、
奈
良
大
学
が
毎
年
主

催
し
て
い
ま
す
。
６
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
昨

年
11
月
に
奈
良
大
学
内
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
研
究
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
６
校
の
代
表
が
研
究
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
学
悠
館
高
校
の
テ
ー
マ
は
、

「
若
き
日
の
円
仁
が
学
ん
だ
岩
舟
〜
１
２
０
０
年

の
時
を
越
え
た
寺
と
窯
跡
〜
」。
慈
覚
大
師
円
仁

ゆ
か
り
の
大だ
い
じ
じ

慈
寺
周
辺
に
点
在
す
る
古
代
の
窯

跡
を
踏
査
し
た
結
果
を
も
と
に
、
古
代
岩
舟
の

仏
教
と
窯
業
の
背
景
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
歴
史
研
究
部
の
竹
澤
渉

部
長
（
当
時
）
が
壇
上
に
立
ち
、
映
像
や
実
物

を
示
し
な
が
ら
、
踏
査
し
た
寺
や
窯
跡
、
出
土

し
た
古
瓦
や
須
恵
器
な
ど
の
遺
物
を
紹
介
。
出

土
品
な
ど
か
ら
、
８
世
紀
中
頃
に
下
野
国
に
も

国
分
寺
が
建
立
さ
れ
、
こ
の
地
域
が
一
大
窯
業

地
と
な
っ
た
こ
と
、
瓦
の
特
徴
か
ら
大
慈
寺
に

も
供
給
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
、
考
察
し

ま
し
た
。
最
後
に
竹
澤
さ
ん
は
「
こ
の
研
究
が
、

仏
教
と
窯
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
文
化

財
の
保
護
と
普
及
・
活
用
に
つ
な
が
れ
ば
よ
い

と
思
い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　　

学
悠
館
高
校
は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
単
位

制
の
県
立
高
校
で
す
。
定
時
制
と
通
信
制
が
あ

り
、
幅
広
い
年
齢
層
の
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
進
路
希
望
に
合
わ
せ
て
時
間
割
を

作
成
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
３
年
以
上
在
籍
し

74
単
位
以
上
習
得
す
る
と
卒
業
で
き
ま
す
。

　

歴
史
研
究
部
は
、
２
０
０
６
年
に
同
好
会
と

し
て
ス
タ
ー
ト
。
年
ご
と
に
研
究
テ
ー
マ
を
設

定
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
部
員
数
は
４

人
。
こ
の
４
月
か
ら
、
４
年
生
の
吉
田
隆
寿
さ

ん
が
新
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
古
文
書
の
研
究
。
旧
皆
川
城
内
村
（
現
在

の
栃
木
市
）
に
遺
さ
れ
て
い
た
明
治
時
代
初
期

の
古
文
書
「
地
誌
編へ
ん
し
ゅ
う輯

材
料
取
調
書
」
を
解
読

し
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
文
体
に
直
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
上
で
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る

計
画
で
す
。「
地
誌
に
は
、
地
形
や
気
候
、
人
口
、

産
物
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
し
て
公

表
す
れ
ば
、
郷
土
史
の
研
究
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
吉
田
部
長
。

古代窯跡の研究で優秀賞
第６回全国高校生歴史フォーラム

県立学悠館高校歴史研究部
（栃木市）

左から顧問の齋藤弘教諭、新部長の吉田隆寿さん、前部長の竹澤渉さん

全国高校生歴史フォーラムの会場で発表する竹澤さん 窯跡付近で瓦などの遺物を調査する学悠館高校歴史研究部員

大
慈
寺
周
辺
の
窯
跡
を
調
査

今
年
の
テ
ー
マ
は
地
誌
の
研
究

文
化
財
保
護
と
普
及
・
活
用
へ
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ガーンジィゴールデンミルク

「コクがあり、ほんのりあまく、飲みやすい」と人気の
南ヶ丘牧場の「ガーンジィゴールデンミルク」。ガーン
ジィという珍しい牛の牛乳です。ホルスタインの牛乳と
比べ、蛋白質、無脂固形分が多く、コクがありなめらか
な味わいが特徴です。色はすこし黄色がかっているので
ゴールデンミルクと名付けました。３月に開かれた食の
国際展示会会場で行われた「ご当地牛乳グランプリ」で
最高金賞を受賞しました。南ヶ丘牧場では、１日２回、
牛にストレスを与えないようにやさしく搾乳し、パスチ
ライザー殺菌により、濃厚な搾り立ての牧場牛乳として
商品化しました。「那須ブランド」にも認定されています。
牧場内の「ミルク茶屋」で味わえる（１杯 210 円）ほか、
土産用に 900mℓ瓶 1160 円もあります。

（那須町）

那須高原 南ヶ丘牧場
那須町湯本 579
☎ 0287-76-2150


